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AbstractTo

　develop　the　cataract 　experiencing 　goggles　an 　experiment 　was 　conducted 　where 　the　filter　to　represent 　the

visual　experience 　of　the　cataract 　was 　decided．　Forty　eight 　patients　whose 　both　eyes 　were 　cataract 　but　one 　of　them

was 　operated 　served 　as　the　subjects ．　After　hearing 　their　visual 　experience 　with 　the　cataract ．eye 　the　visual

perception　 was 　expressed 　by　three　elements ，　haze ，　brightness，　and 　color ．　Several　of　haze，　neutral 　density，　and

color　filters　were 　respectively　prepared　and 　the　subjects　decided　which 　filter　or　filters　was 　the　best　to　simulate　the

cataract 　eye 　vision ．　By　analyzing 　the　data　from　all　the　subjects 　we 　concluded 　that　the　filter　combination 　of　of

FOGGY 　B ＋ NDO ．2 ＋ LBA 　2　represents 　best　the　cataract 　eye ．　Finally　the　goggles　were 　produced 　that　had　the

similar 　prope　rties　as　with　the　filter　combination 　te　provide　a　tool　to　simulate 　the　elderlies 　cataract 　eyes ．

Keywords：elderlies ，　cataract ，　color 　appearance ，　haze，　filter．

要　旨

　老人性白内障の 見 え方を再現する フ ィ ルタを選定するための実験を行 っ た ，まず自内障の 見え方を検 討 したと

こ ろ ，か す み ，色，明 る さの 3 つ の 要素で 説明で き る こ とがわ か っ た ．そ こ で 市販の フ ォ ギ
ー

フ ィ ル タ ，濃度フ ィ

ルタ，色フ ィ ル タを採用 し、それぞれ度合い の 異なる数枚を評 価用 フ ィ ル タと して 準備 し た ．本実験に おけ る被

験者 は両眼 とも白内障の症状が あり，片眼のみ手術 を終えた術後 3 日目の患者 48 名であ っ た 、被験者にはまず手

術前の見え方を口述で表現 しても らい ，つ いで フ ィ ルタを ］枚 ，または組み合わせたもの を手術後の 目に掲げ、手

術前の 見え方に近い と思わ れるも の を最終的に選択 して も ら っ た，全被験者の デ
ー

タを分析 し，FOGGY 　B＋

NDO ．2 ＋ LBA 　 2の フ ィ ルタ を 「生活に不便を感 じ始める 中程度の 白内障の見 え方 を擬 似する もの」と決 定 した ．

そして 、高齢者の 見え方を体験する ツ ール の
一

つ と して ，こ の フ ィ ル タ特性をも つ 「Eヨ内障擬似体験ゴ
ー

グル」

を製作 した

キ
ー

ワ
ー

ド　高齢者 ，老人性白内障 1 色の見え，かすみ ，フ ィ ル タ
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1，は じめに

　高齢社会の 到来 にともない高齢者に配慮したもの

づ くりや環境の 整備が進ん で いる ．また高齢者の視

覚機能に関する実験や研究 も多くされ るよ うにな っ

た
］）

我々 は高齢者 の 視覚 の中 で 特 に老人性白内障

（以下 自内障とい う）に注目した．白内障は ．程度に

個人差 はあるものの ，力口齢に伴い 誰 もが経験す る も

のであ り，本 人が意識 しない うち に不 自由さが生 じ

始める ことか ら，あ らか じめ配慮す べ き こ とが 多い

と捉えた か ら で あ る ．ま た ，若い デ ザ イ ナ
ー

や技術

者か ら高 齢者 の立場で検証でぎる ツ
ー

ルが欲 しい と

の要 望が強か っ たため 「白内障擬似体験ゴ
ー

グル 」

を開発 し、市場での使用を可能に して きた
2）
，ゴ

ー
グ

ルは ，商品開発や販売 ，建築設計や公共 空間の サイ

ン設計 ，教 育機関な どさまざまな場面 で 高齢者対応

の ユ
ー

ザ ビ リテ ィ 評価 ツ
ー

ル と して広 く活用さ れる

ようにな っ て い る

　こ の 「臼内障擬似体 験ゴーグル 」の 色の 見え に つ

い て は ，その特性 を実 験的に調 べ ，結果を詳 しく報

告 して きた
3 − 6 ）

が ，フ ィ ル タの開発過程 につ いては

未だ報告 して い なか っ た ．そ こ で ，本論文で は こ の

フ ィ ル タを選定 した実験を中心に ，ゴーグル を裂作

し て き た過程に つ い て 述べ たい ，

　白内障擬似体験ゴーグル に使う色 フ ィ ル タは ，さ

まざ まな研究結果 を基 に これ までにも い くつ か提案

され てきて い る ．たとえば吉田 らは白内障患者か ら

摘出 した水晶体の分光透過率分布に基づ い たデータ

をもとに，市販の フ ィ ルタを探索 して高齢者が見る

外 界 の 色 の 説 明 を して い る
7 〕
，岡 嶋 らは Smith と

PokQrnyが提案 した高齢者の水晶体の分光透過率を持

つ 色フ ィ ル タを開発し，それ を活用 して高齢者 と若

年者 との色の 見 え方の 差を説明して い る
8）
．また市川

も白内障患者の データをもと に 色フ ィ ル タを提案 し

て い る
9）
．こ れ らの研究 で 共通 して い るのは ，い ず れ

も主 に色の見えだけに注 目して いる ことである ．

　 しか し白濁 による光の 散乱も ，E内障の見え方の

大ぎな特長で ある ．我々 は ，色のみの研 究 に 基 づ い

た既存の フ ィルタを白内障の手術を した人 2名に体験

して もら っ たと ころ，2名とも見え方が若干異なると

言 い ，そ の 違い を ，も っ とかすみがか か っ たよ うに

見える ，と表現 した ．この ことか らも水晶体の色の

変化だけで な く，水晶体の 白濁が見え方 に大き く関

与 して い る と 推測 し ，本研 究で 開発 した フ ィ ル タに

はか すみの特性を加味する こ とに した ，

［＝＝二＝＝＝：＝ ：二 ］ 246

　我 々 は 、白内障を擬似す る フ ィ ル タ の 開発 に あた

っ て 最も重要なの は若年者が こ の フ ィ ル タを利用す

る際に ，実際の生 活の中での白内障の見え方をい か

に 忠実に再現で ぎるか で あると考えた ．そ こ で本研

究では ，白内障経験者の 眼内レ ン ズを入 れた眼が選

定 した 自内障の見 え方 を擬 似する フ ィ ル タデータと ，

実際の 生活 の 中 で の 白内障の見え方 を表現 した □述

の コ メ ン トの 両者とも重要なデ
ー

タとした ，

　結論で は ，数値的 に分析された代表的フ ィルタデ

ー
タ と 口述の コ メ ン トを照 らしあ わせて 、複数の若

年者の 眼 が実際の生活の 中での 白内障の見え方 をで

きるだ け再現 して い る と納得で き る も の を選択 した ．

その際の判断基準は 1 手元 の指標や部屋の雰囲気な

どの定性的な感寛を優先させ 、視力や色覚における

定量的な評価 基準 はあ えて設けな か っ た ，な ぜ な ら ，

被験者は高齢の 患者で あ り，実験 には不慣れ である

上 に，心 理的にもナ イ
ーブであ るため，あい まい な

記 1意を出 来る限 り リアル に表現 しても らうには定
ll

生

的な表現をたどる方が効果的だと考えたか らである，

2，実験

2，1 方法

　最初に フ ィ ル タ選定の 実験方法 の 概略を述 べ て お

く．まず ，被験者である 白内障手術後の 患者に ，術

前術後の 見え 方の 変化に つ いて の コ メ ン トを聞 く，

つ ぎに実 験者は そ の コ メ ン トを も と に 、あ らか じめ

用意 した ］3枚 の評 価用 フ ィ ルタの中か ら 1枚，ま た

は2 ，3枚を重ねて被験者の 目の前に掲げる ，被験者

はその フ ィ ル タを通 して周辺の い ろ い ろ なもの を観

察 し，それが 白内障の見え方 を再 現 してい るかど う

かを判断する ．白内障の 見え方を最もよ く再現す る

と判 断できる フ ィ ルタ に 到達す る ま で こ の 作業を 繰

り返 し．その フ ィ ルタを選定 した時点で 1人の被験者

の 実験は終了する ，こ れを 48 名の被験者 に つ いて行

い 、彼らが選定 した フ ィ ル タのデ
ー

タを分 析 し，コ

メ ン トか ら聞 かれた特性も参考に しなが ら，白内障

の 見え方 を再 現 する代表 的な評価用 フ ィ ル タを決定

する、

2．2 評価用 フ ィ ルタ

　本実験の前に本実験とは別の ］2名の白内障患者を

被験者に し，フ ィルタ決定の 実験を行 っ た　まず 25

枚の フ ィ ル タを製作した ，それ らは ，Y，　 YR 系数種類

の色と N系の色 のフ ィ ル タと ，そ れ らに2 段階のかす

ec 　 ronlclrary 　
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みを つ けた フ ィ ルタ で ある ．こ れ らの フ ィ ルタを ］2

名の 被験者に使用 して も らい ，手術前の見え方を最

もよ く表す ］枚のフ ィル タを決定 しても らうことを試

みた ．しか し結果と して ，ほ とんど の 被験者はその

中か らは っ きDと 1枚の フ ィル タを選びだすこ とはで

きず ，あえて選択 した フ ィ ル タによる見え に ，かす

みの かか り具 合の強弱 や微妙な色 や明るさの違 いを

注釈と して付け加え て 答えたケース が多か っ た ．そ

こで この よ うな被験者の応答を分析 し，白内障の見

え方は ，「かすみ」，「明 るさ」、「色み」の 3 つ の 要素

によ っ て 表現で きる と結論 した ．

　また選択された フ ィ ル タの結果を見る と、4名が明

度 や彩度 の最も低 い Y系の 色のみ の フ ィ ル タを選 び ，

3名が明度や彩度の 最も低い Y系の色に弱 い かすみが

つ いたフ ィ ル タを選び，3名が N系の色 に弱い かすみ

が つ い たフ ィ ル タを選び ，そ して 1名が N系の色に 強

いかすみが つ いたフ ィ ル タを選んだ ，しか し明度 や

彩度の高いY系や YR 系の色の フ ィ ル タを選んだ人はい

なか っ た ．

　これらの ことから，白内障の見え方の 変化を表現

するには，かすみ ，明るさ，色みの 3 つ の要素におい

て微妙な変化 を定 量的 に表現 できる フ ィ ル タが必要

で あると判断 し，改め て 評価用フ ィ ルタ を設定す る

ことに した．そ こで ，自内障の見え方として、この 3

つ の要素にお い て 想定される上 限，下限とその範囲

を埋め る適切 な ス テ ッ プを定 め ，それ に 見合う市販

の フ ィ ル タを準備 した ．それ らがTable　 1に示す評価

用 フ ィ ルタ 13 種類である ．かすみ評価用フ ィ ル タは

Kenko 社の FOGGY 　A と FOGGY 　B ，およびそれ らの適

当な組み合わせたもの 5種類 ，明るさ評価用フ ィ ル タ

は冨士写真フイルム社の 中性濃度フ ィル タ3種類，色

み評価用 フ ィ ル タ は富士写真フ イル ム 社の 色補正 用

フ ィ ルタ LBA や色フ ィル タCC − Yの 5種類である，

2．3 本実験の被験者

　被験者には手術前の 白内障の見 え方を出来るだけ

正確に表現 して も らわな ければな らな い ．そ こ で 被

験者は ，白内障以外に疾患がなく，両 眼とも白内障

の 手術を予定 して お り ，か つ 片眼を手術 した人 と し

Table1　評価用フ ィ ルタの 種類

ブイルタの 要 素 龝 類 フィルタの 種 類

か すみ 騨価用 5Fo8gy 　A　　　B　　　A ＋B　　　B ＋B　　　B ＋B ＋B

明るさ評価用 3NDO ．2　　　　　NDO．4　　　　、NDO．6
色 味評価 用 5LBA2 　　LBA3 　　LBA4 　　CC−Y5　　CC−Y10

た ，片眼 に白内障の症状が残 っ ている と ，白内障の

色の記億を呼び戻 し，よ り正確 に再現 しやすい と考

えた か らである ，また ，色の記億は 日が経 つ ほ どあ

い ま い にな っ て しま うため ，手術後の 健康状態を配

慮した上 で手術後3日目に実験に参加可能な人を対象

とした，

　被、験者 は48 名 で 、年齢 は 52 歳か ら87 歳 までで ，

平均年齢は 66 、6歳で あ っ た ．性別は男性 18名，女

性30 名で ，手術前の矯正遠見視力は0 ．01 〜0 ．9 であ

っ た ，視力による人数分布をFig．1に示 した，

　なお 、白 内障の 程度は測定値で 適切 に表 せ ない ，

参考と して手術前の矯正遠見視力か ら，0 ．1以下 の 人

10名は強度 ，0．9以上の人 2名 は軽度 、他の 36 名 は

中等度と当実験では定義することに した．

2．4 実験手順

　全ての実 験は眼科の診察 室で行 っ た ，天井灯 は 白

色の調光 用蛍光燈40W （TOSHIBA 　FLR40 ＄．　 W ／

M ・Aラ ピ ッ ドス タ
ー

タ型 ）であ り，実験で は被験者

の前に置かれた机の上の水平面照度を3001xに設定

した，

　被験者は初め に視力検査室で 45cm の近見視力 に矯

正 し，そ の 後実験室 に入 り，机の 前に座 っ た ．実験

者は被験者に 「手術前の 見 え方は ，手術後にどの よ

うに変わ りま したか ．また ，手術前に不便だ っ た こ

と や手術す るき っ か け に な っ た こ と などを教え て く

ださい．」と問いかけ ，被験者はそれに口述で コ メ ン

トし、実験者はそ れを記録 した ，被験者が部屋の明

るさ に3分以上順応 すると ，実験者は被験者の口述表

現の 内容を基 に ，手術前の見 え方を最もよ く再現す

ると想定される評価用フ ィ ルタを ］枚，または 2 ，3

枚重ね て 選び ，被験者の 手術 した目 の前に掲げ ，「こ

　 11

　 10

　 9

　 8

　 7
人 　6
数
　 5

　 4

　 3

　 2

　 1

　 0
〜0．1　 0．2　 　 0β 　 　 0．4　 　 0．5　 　 06 　　 0．7　 　 0．8　 　 0．9　 NA

　 　 　 　 　 　 　 　 視力
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Fig1　 視力における被験者の人数分析
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の よ うな 見え方 で した か ．」 とた ず ねた ．被験者は ．

白内障 の 手術 を し た 目 で 提示 さ れ た フ ィ ル タ を通 し

て 机上 の 評価シー
トや室内全体また室内の物などを

見て ，手術 前の見 え方 に似て いる かど うか を判断 し

た 、こ の とき見る 対象物や判断時間など は 特に制約

しなか っ た ．また ，手術前の見え方をよ りは っ き り

思い 出すため に ，他方の 白内障の 目 に よる見 え方も

参考にする こ とも許 した．

　見え方 に違 いがある場合はそ の 違い を実験者に 口

述で表現 した ，実験者は被験者の表現を基に ，更 に異

なる フ ィ ルタを 1枚また は 2 ，3枚重ねた も の を掲示 し，

再 び被験者に 見 えの 判断を求め た　これ を被験者 が

「白内障の見え方を再現 している」と判断した フ ィ ル タ

が選出され るま で続［ナた　 Fig　2は こ の実験の 様子を

示す写真であ る．被験者の左の実験者が保持 してい る

の が評価用フ ィ ル タ で あ D ，前の 机の 上 に 置かれて い

るものが評価シ ー
トで ある　こ の被験者は 450m に矯

正 した眼鏡を装用 して い る ．なお 1フ ィ ル タ選定の 実

1験 は 1人 の 被 験者 に つ き ］回であ っ た 、

　実験者 が提示す る評価用 フ ィ ル タの 順番は限定 し

なか っ たが 、必ず 全ての要 素の フ ィ ル タをまん べ ん

な く評価 して も らえるよ う提示す る こ とを条件と し

た ．評価用フ ィ ルタ の 選択は ，1枚で もあるい は組み

合わせてもい いが 、各要 素の選択は ］枚以 下と し，同

じ要素 から2 枚以上 の フ ィ ル タを組み合わせ る こ と は

禁止した

　Fig　3に評価シー トを示 して お く，A4 の 自い紙の 上

に 色の異な っ た 30 個の楕円が描かれ て い て ．それぞ

れ の 内側に視認性と い う文字がゴ シ ッ ク体で 書かれ

たもの である ，これは楕円 の異な る色相 や濃淡 によ

っ て 文 字 の見 易 さ を判 断 で き る よ う に した も の で ，

自作で あ る ．楕円の 30 色は 、横方向に赤 ，橙，黄 ，

緑 ，青，紫 6色相をとり ，縦方向に5段階の明度差を

つ けたも の で ある ，また ，楕円の 縦径 は ］8mml 横

径は 28mm ，文字の高さ は5mm であ っ た　なお 、文

字色は黒と白の 2種類を用意 した

3．結果と考察

3．1 白内障 の 見え方の 口述 コ メ ン ト

　 ロ述 コ メ ン トを求めた 時期は被験者 が手術 を受 け

た後わずか 3 日目 で あ っ た ．そ の ためど の 被験者も見

え方の変化を比較的鮮明に覚え て お り，それ ぞれ の

生活の 中で 感 じた 表現を多 く聞き取 る こ と が で きた ．

そ れ ら を 概 観す る と 、評価 用 フ ィ ル タ の 設定 の と ぎ

「　
．．

と同様に ．見えは ，「かすみ」，「明るさ」、「色み」の

3つ の 要素 に 分類す る こ と が で き た ．また こ れ ら の コ

メン トは 、被験者 に提示す る評価 フ ィ ル タの選定 に

利用しただ け で なく、最後に代表的な白内障の見 え

を再現する フ ィ ル タを 1枚に決定する際に確認する資

料 と して買 重なもの とな っ た ，特 に多 く聞かれた コ

メ ン トや 、は っ き りと した傾向が読み取 れる内容を

Table2 にま とめた　ただ し．被験 者は観察力 や表現

力 に た［ナて い る人も い れ ばそ うで い な い 人もお り

発 言の多少にはかな り個人差がみ られ たため 、単純

に そ の 内容を数値デ
ー

タ に お き か え 被験者の 自内障

の症状を定量化 する ことはできないと考えた ．
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　 コ メ ン トに つ い て気 づ い た こ とを述 べ て お く ．ま

ず，全 体にかすみ が晴れたよ うに見 えた ，とにか く

明る くな っ た とな ど、全体的な空間におけるか すみ

の 具合と明る さの 変化を
一

番に □ にする人 が多か っ

た，さ らに ，かすみ がかか っ たような状態の 変化は ，
．
対象を 明確 にする ことによ り，人の顔 がは っ き り見

えるよ うにな っ た 、テ レビの画面 がきれい に見 える

よ うに な っ た ，新聞の文字が読み やす くな っ た ，部

屋の ほこ りや タイ ルの 汚れに気づ くようにな っ た ，

と表現 され て お り，複数の被験者から見 えの変化の

特徴と して コ メ ン トされた，

　明 る さ に 関する コ メ ン トは ，色の 見 え の 変化と関

係する表現 が多く，中でも ，白が明る くは っ き り鮮

明に見えるようにな っ たとい うコ メ ン トが多く聞か

れた，

　色の 変化に つ い て は ，生 活に根ざ した興味深い 表

現が多 く聞 かれた ．た とえば，ガスの炎 の濃い紫 や

青色が明 るく 1 鮮やか に見 えるよ うにな っ た ，洋服

の色が手術前には こ んな に派手な色 とは思わなか っ

たのでそれ に気づ い て恥ずか しか っ た ，電球色の よ

うに見えて いた蛍光灯の色が白く見えるようにな っ

た ，な どであ る ．空の青色 ，木 々の緑が きれいに見

えるよ うにな っ た 、紫が鮮 やか に見える よ うにな っ

た，サーモ ン系の ピン クがは っ き り したピ ン クだ っ

た ，紫がか っ て 見えていた エ ン ジ色が鮮 やかに見え

る よ う に な っ た など ，は っ き り と具体的な も の や色

の変 化をコ メン トした人も多 か っ た ．色の 見えは個

別とい うよりも全体に変わ っ て い ると表現 した人も

いた．しか し色の 見え方はそれ ほど感じて い ない と

述べ た人も数名いた ．なお，3つ の要素には区分で き

ない コ メ ン トもあっ た．まぶ しさで あ る，

　また ，白内障の 症状が残 っ て い る片眼と比較して ，

その す っ き りと した手 術後の見 え方に感動 し，はや

く治療 した い と いう被験 者もいた こ とを付 け加 え て

おきたい 、

3．2 白内障 の 見 え方 を再現 す る代表的な フ ィ ル タ の

　　決定

　フ ィ ル タの選定 は，実験者が被験 者の コ メ ン トを

基にすることによ り，被験者の 見え方を共有するこ

とができ ス ム
ーズに実験を進める ことができた ．被

験者はそ れぞれの要素において 、ス テ ッ プの異なる

フ ィ ルタの 見え方の微妙な 差異を認識 する ことがで

き ，比較的 明快 に判断を し 1 白内障の見 えを最も よ

く再現す る フ ィ ル タ に 到達す る ま で 実験者に 適切な

フ ィ ルタを提示 するよ う求 めることができた ，

　 被験者48 名がそれぞれ選択 したフ ィ ル タ の組み合

わせを Fig．4 に示す ．フ ィ ル タの種類は左か ら順にか

すみ ，明るさ ，色み で あ り，そ れ らの どの フ ィ ルタ

を選んだかを黒丸で示 している ．被験者は Fig．1と同

じよ うに視 力別 にグル ープ分 け してある ，右端の数

字は フ ィ ル タの各組み 合わせ を選ん だ被験者の人数

である，これを見 てわかるように評価用フ ィルタの

組み合わ ぜは多岐にわた っ て い る，我々 はこ れらの

デ
ー

タか ら白内障の見 え方 を再現 する代表的 なフ ィ

ル タ を選定するた め ，例えば視力と の 相関関係など

様々な分析を試みた が，明確な結論を得る ことがで

きなか っ た ，そこ で ，各要素別にデ
ー

タを分析する

こ とに した ．それが Fig、5である 、各要素の棒グラ フ

におい て パ ターン を フ ィ ル タの種類を示し ，それ ら

を選択 した 被験者の人数を縦軸にと っ ている ，ここ

で は選択された フ ィ ル タが 1枚 であ っ てもあるいは組

み 合わせで あ っ て も ，とにか く被験者が白内障の見

え方を再現する要素として選択 した フ ィ ルタの数を

示 して い る．

　 かすみ評価用 フ ィ ル タに つ いてみ ると ，これ を選

択 しなか っ た人はわずか 3名 で 全体の 6，3％ ，ほ とん

どの人が い ずれか の かすみ フ ィ ルタ を選択 した ，中

で もFOGGY 　A が 29 ．20／o と最 も多 く，続いて FOGGY

A 十 Bが 22 ，9 ％ ，FOGGY 　Bが 20 ．So／o で ，最も濃い か

すみの FOGGY 　 B十 B十 Bを選択した人も ］25 ％いた ．

500／o タイル値 （中央値）は FOGGY 　Bであ っ た．

　 明るさ評価用 フ ィ ルタをみ ると ，どの フ ィ ル タも

選択しなか っ た人は 45 ．80／o で ．NDO ．2を選んだ人が

47 ．9 ％ ，NDO ．4 を選ん だ人が 6 ．30／o で あ っ た ．

NDO 　6 を選んだ人は なか っ た 、500／o タ イル 値は

NDO ．2であ っ た ．

　色み評価 用 フ ィ ル タをみる と ，選択 しな か っ た人

は 27 ，10／o で ，72 ．go／o の 人は い ずれ か の フ ィ ル タを

選んだ．その フ ィ ル タは全て橙系の LBA フ ィ ル タで ，

黄色系 の CC − Yフ ィ ル タはなか っ た ，　 LBA2 が 50 ％

と最も多く，LBA3 が 14696 ，　 LBA4 は 8．30／o で あ っ

た ．500／■ タイル値はLBA2 で あ っ た ．

　 これらの 分析結果か ら白内障の見え方を再現する

代表的な フ ィ ルタを導き出したいので あるが ，それ

にはいろ い ろな考えがあろ う．しか し我々は各要素

の 509／o タイル値の フ ィ ル タを組み合わせたものを採

用 する ことに した ．した が っ て白内障 疑似体験 フ ィ

［＝ ＝ ＝ ：＝ ＝＝ ＝＝ ：＝ コ 249 匚 ＝＝ ＝ ＝ ＝ ：IlfilEstFII　IL。 ＿ 、 c ．
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ル タは FOGGY 　B十 ND 　O．2十 LBA2 の組 み合わせ で あ

ると結論 した、

　そ して ，この フ ィ ルタ が白内障の見え を代表する

か どうか検証する ため に ，実験者 は 300ix を中心と

した明るさの室内で ，この フ ィ ルタを通 して評価用

シ
ー

トや室 内全体の 見え方を観察し，Table2 に示 し

た白内障の 見え方の 口述 コ メ ン トを基に白内障の見

え 方を 再 現 して いる か ど うか判断 した ，す な わち 、

こ の フ ィルタによ り，被験者が口述で述べ たコ メ ン

トの ，

フィルタ　　　　　　　　　　　　 手術前視力別 色味フ ィル タの 遇択

かすみ 明るさ 色み 　 岬ロ、1o ．2　 　　 030 ．弓　 0、510 ．51 。．｝ 1 。．31N ＾

人
致

選択なし LBA　2 ●　 I　 l　　 　 I1
選択 な LMDO2 田 A2 ● l　 I　 I　 I1

NDO ＿4 ｛ i11 ● ｛ 1 ト 1

疉侃なし ● ● ●　 ●　　 ●● 1 6
遇 択 な し L6A　2 ● i 1

FOO ．　A LBA 　3　 　 1 1　 ●● 2

選択な し　　 1 ● 1
Nao ．2LBA

　2　　 b 　｝●　　 ！　 1 ●　1● 4

遇択な し LBA　2　　　　　「●　　」　　　　　　● ●　1● 14
L8A2 　　　　 1●● 　　　　l　　 l　　　 i2FOG ．　BNDO

．2L 日A3 　　　● 　l　　　　　 i　　 I● 　 ●　！ 3

●　 ● 　i　 　 l　 l　 l　　　 l2
■ 択 な し 1 「　 1 ● 1

■択な し L日A2 ● 1 ●　 1 2

」日瓦 3 ● l　 I 1
Foa ．　A＋3

遇択 な し ● 1　 1 ● 2

NDO ，2 」 臼A2 ● o 　 　 ● ● 　 　　 1　 1 4

L 日A3 ● l　 I1 ｝

遇択な し 」BA　2 ト ll ● i1 ● 12
岡DO ．4L 日A2 ● 　 亅　　　　 l　　 　 b 　l　 1 2

Foo ，日＋B

　　’り

　　　　、

遇択なし ●　 ● 　I　　 I　　　　　 I　 I　 I2　　　　　 鍔

。 鑞 靉灘
　　　　　　膕

扈 択 な 」

L3A　2 ●　　　　 　　　　　 　　　 1 1

LB良 3 ● 　　 　 　　 　　 　 I　 　 　 I 1

● 　 1　 1 1

Fig4　被験者が選出した 評価用 フ ィ ル タ の組合せ

　 霧がかか っ たような感 じ ，

　 新聞の 細かい文字がよ く見えな い

　 人の顔が近 くまで こ な い と分別つ かな い

　 全体に暗い 感 じ

　 白い壁なのにやにがつ いたよ うに見える

　 蛍光灯の 白色が電球色の ように見 える

・鮮やかな洋服の色も落ち着いた色に見える

などの特徴をどの程度体験で きるかとい う判断した ．

以上 の ような 定性的検証 結果 か ら ，FOGGY 　B ＋

NDO ．2 ＋ LBA2 の フ ィ ルタは ，実験者と同 じ 「40 代

前半 までの人 」が装着 した場合には白内障の 状態を

擬似 して い る と結論し た ．

3．3 フ ィ ルタの 利用条件

　今回 の 実験 は定性的な判断の 基 で行わ れ て い る た

め，フ ィ ル タの利用条件に つ いて定量 的に どの 程度

の年齢の人 が ，どのよ うな環境で 装着する と ，ど の

程度の 白内障を擬似するの かを明確に する ことは出

来ない ．

　本来，白内障の程度に つ いては ，見え方に個人差

があ るた め ，定量 的に限定す る こ とは困 難で あ る ，

ただ し，あえ て 言 うな らば，今回の被験 者は手術を

希望 した 白内障患者で は あ る も の の ，術前の 診察 ，

視力 ，囗 述で 表現された コ メ ン トか ら判断して もそ

れ ほど重度な 白内障で はな く ，生活 に不 自由を生 じ

始め る中程度 の 白内障 の 見 え方 を して い たと想定 さ

れる ．

（人〕48

　 42

　 36
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■ Foggy 　B ＋B ＋B
■ Foggy 　B ＋B
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か すみ 評価用
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■ CC −Y　10
國 GC −Y　5
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囗 選択なし

色み 評価用

　フィル タ

《凡 例》・…・…… 50％ タイル値

Fig5　各要素別評価用 フ ィ ルタの選択

Table2　白内障手術後の 見えの コ メ ン ト

見えの 要 素 コメン ト

霧 が は れて す っ きりした 感 じにな っ た

全体 がぼや一っ と見 えてい たが は っ きり見 えるように な っ た

人の 饋がよく分か るように な っ た
かすみ

テ レ ビが鮮 明 に見え るようにな っ た

新聞 の 文宇 が よく見 えるように な っ た

部 屋 の ほこ りや タイル などの 汚れ に気 づくように な っ た

全 体が とに か く明るくなっ た

明るさの 変 化を最も感 じた

明 る さ 明るくなっ て 遣 くが よく見え るよ うに なっ た

明るくな っ て 白がより白く見え た

ね ずみ 色 に 見 えてい た ロ ッ カ
ーが 臼く見 えるように な った

白が きれ い に 見えるよ うに なっ た

煙 草 の ヤ ニ で 汚れ たように見 えていた 壁が 白になっ た

蛍光灯が電球色 の よ うに 見えて い た が 自色 に なっ た

洋 服 など身の 回 りの 色 が奥 ぱ 派手 な色 でび っ くりした

色 ガス の 炎の 青色が鮮や かに 見え るようになった

青 っ ぽい かん じに 見 えるように な っ た

木 々の 緑、空 の青 ．紫な どが鮮 や か に見 えるようにな っ た

個別 より全体の 色が蛮わ っ た

色の 度化は それほ どな か っ た
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　よ っ て ，今回 選定 さ れ た FOGGY 　B ＋ NDO2 ＋

LBA2 の フ ィ ルタは ，40 代前半まで の人が，3001x

程度の室 内環境で装着 した場合 に ，生活に不 自由を

生 じ始め る 中程度の 白内障の 見 え方，す な わ ち ，か

すみの具合 、細かいも のの見え方 ，全体的な色の 印

象などが体験できると言える．更に詳細な条件にお

ける検証は ，今後の課題 としたい ，

4 ．ゴ」 グルの製作

　 白内障擬似体験フ ィ ルタの 特性が明確 にな っ た ，

つ ぎは この フ ィ ルタの見 えを多 くの人 が体験で きる

ツール とする こ と で あるが ，そ れ に は 2つ の こ とを更

に行わね ばな らな い ．一
つ は ，市販の フ ィ ルタ の 特

性を ゴーグル に再現す ること ，他は擬似 する臼 内障

の 程度を明確にする こ とで ある ，

　まずゴーグルに使うフ ィ ル タの作成で あるが，実

験で 決定 した市販の FOGGY 　B ＋ NDO 　2 ＋ LBA2 の フ

ィ ル タはその ままゴーグル に成形することが で ぎな

か っ た ．そ こでこの光学的特性を再現す るフ ィ ル タ

を別に作成するこ とにした，この とき 3枚構成を 1枚

で再現する こ とが最も好ましい と考えた．3枚である

とモ ア レパタ
ー

ンが出現 した り，間 にほ こ りが入 っ

Fig6　製作した白内障疑似体験ゴーグル
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Fig7　色フ ィ ルタの分光透過率

て 見え方が阻害さ れ た り す る 欠点が み ら れ た か ら で

ある ．そこでまず明るさフ ィ ルタの NDO ．2 と色み フ

ィ ルタの LBA2 の 2枚 を ］枚の色 フ ィ ルタに した ．つ

い で そ れ に か す み を加味す る こ と を試み た が こ れ は

困難であ っ た ．そ こで FOGGYB を代表するかすみ フ

ィ ルタを別に作成 し，2枚を重ねる手法を採用するこ

と にした ．こ の ように して製作 した フ ィ ル タを取 り

付けたゴーグルが Fig．6の写頁で ある ．なお色フ ィ ル

タのみの分光透週率は Fig．7の とお りである ，これ は

前方にも掲載した
3）

かすみ フ ィ ルタの ヘ イズ値は約

17であ っ た
10｝

　また ，白内障患者特有の 見に くさ で あ る グ レ ア に

つ い て は今回 の ゴーグル で は十分に 検討で きず反映

されてい ない ．これ は今後 の課題 であ り，更 に高齢

者白内障をよ り如実 に擬似で き る ツ
ー

ルと して 展開

してい きたいと考える ．
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